
平成３０年度 第３回協働のまちづくり推進委員会 会議録 

 

日時 平成３０年１０月１２日（金）１３：３０～ 

場所 すこやかセンター２階会議室（１） 

出席委員 久野会長，小川副会長，小出副会長，岡野委員，鈴木委員， 

佐々木委員，長谷川委員，宮久保委員，荒野委員， 

渡辺委員，小沼委員 

欠席委員 角野委員，石川委員，浅沼委員 

事務局 市民活動推進課 加瀬課長，細野主査，大木，廣瀬 

とみさと市民活動サポートセンター 平野 

傍聴者 なし 

[会議次第] 
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以下の議事進行については，本委員会運営要綱第3条の規定により，

久野会長に議長をお願いする。 

 

次第３ 議題 

（１）富里市市民活動支援補助金について 

 

それでは，議題（１）富里市市民活動支援補助金について，事務局

から説明をお願いします。 

 

－事務局より説明－ 

 

ただいま事務局から，市民活動支援補助金について説明がありまし

た。 

市民活動支援補助金は平成２８年度に見直しを行い，平成３１年度

まで現行の要綱で実施するものでありますが，推進委員会の委員の

改選が今年度末となっていることから，現推進委員会の意見とし

て，次の推進委員及び市へ提案したいと思いますので，各委員のみ

なさんから意見のほうお願いします。 

 

まず参考資料について再度確認したいと思う。 

 

－会長より参考資料を読み上げ－ 

 

平成３０年度の総括意見の抜粋では，大きく４つの課題が出てきて

いる。 

この４つについて意見を出していきたい。 

 

条例制定から１０年ほど経過し，色々見直しや検討を実施してき

た。その中で，変えなきゃいけない部分もあるし，変えてはいけな

い部分もある。 

まず交付要綱を見ていただきたい。 

補助対象事業の部分の文言や言い回しの部分で手を加えるところ

がある。 

また適用期間が平成３２年３月３１日までとなっているため，速や

かに検討して，平成３２年度４月１日には交付できるようにしなけ
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ればならない。 

審査に関しては，審査要領に沿って審査しており，今までの要綱や

要領を見ても，推進委員会としての補助金への関わり方に関しては

間違っていない。 

そういった中で，気づいてきた点が出てきているのであって，そこ

に対して議論していく必要がある。 

実際に１０年経過し，ある程度市民活動団体自体が成熟してきてい

る。新しい団体に関して目を向ける必要がある。 

また要綱の中のチャレンジ部門の文言は，事業名を変えれば何回で

も受けられると捉えられるような書き方となっているため，ここに

関しては推進委員会で各委員の知恵や意見を出し合っていきたい。 

 

Ａ委員からの意見を踏まえ，交付要綱の中身の項目に沿って議論を

していきましょう。 

まず補助の対象となる事業についてはどうか。 

文言や言い回しに関して，修正等する必要はあるか。 

 

同じ団体が何度も受けているのはやはり問題だと感じる。 

団体の立ち上げの部分に関してはある程度緩くていい。 

チャレンジ部門に関しては，やはり団体の自立を促すべき。 

補助金頼りになっているような傾向が見られるようであれば厳し

く対応していく必要もある。 

やはり文言や言い回しに関しては見直し検討していくべき。 

 

審査があるのならば，そういったところで判断できないのか。 

 

市のほうでは，書類審査に関して，基準や規定を満たしているので

あれば，そこの時点で落とすことはできず，公開審査を実施せざる

をえない。 

 

その公開審査の中ではできないのか。 

 

同じ事業だからといった部分だけで，審査の点数が決まるわけでは

ないので，難しい。 

 

審査の中で，却下の明確な基準がないのが現状である。市のほうで
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受付の段階で判断できるような基準を設けてみるのも一つの手で

はないだろうか。 

 

改めて要綱の中身を少し読み込んでいきましょう。 

 

－会長より要綱を読み上げ－ 

 

市民活動団体の補助金に関しては，専門家等で組織していない部分

で，申請に関して少しハードルを下げている部分がある。 

ただし団体の活動が成熟してきている点を踏まえると，文言等で明

記があってもいいのでは。 

 

文言をもう少しシンプルにしてみるのはどうか。 

例えば，既存事業にあっては，当該事業を継続，拡充するため必要

と認める事業という風な言い方にしてみてはどうか。 

 

既存事業に捉われず，新規事業に重きを置くようにして，そちらの

申請を促していき，チャレンジ部門を絞っていく形が理想。 

 

そのためのキックオフ部門に関しては，現段階のままでいいと思

う。チャレンジ部門の言い回しの件はどうか。 

 

会長の案でいいのではないか。 

一生懸命やっている団体はやはり応援していくのが推進委員会の

あり方だと思うので，あまり入口を狭めないで，段階的な見直しの

中で変えていけばいい。 

 

新たに取り組む事業っていう文言では，結局名前を変えればいいっ

ていう捉え方になるのでは。推進委員は内容に対しての審査，見極

めも必要になってくると思う。それであれば要綱の中での文言を変

える必要がある。 

 

推進委員が内容に関して読み込むには，時間，労力を割いて関わり

を持っていかなければならなくなる。 

 

過去の補助金を受けたということを書く欄等があればいいのでは。 
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過去３年間の中で，どういった内容でどれくらいの補助金を受けた

とかの情報がわかるようになっていると，委員が新しくなってもわ

かりやすい。 

 

もう一度文言の整理をする。 

まず要綱の中の文章の，アの新たに取り組む事業と，イの既存事業

のところを逆転させてみてはどうか。 

新たに取り組む事業の部分については，もう少し文言や中身に関し

て今後精査していく形でいいか。 

 

－異議なし－ 

 

次に新たに補助金活用団体を広げていくには。 

より多くの団体に活用してもらうためにはどうするべきかという

意見も多く出てきている。 

サポートセンターが建ち，そういった取組への支援体制もあるので

は。 

 

サポートセンターで新規団体への補助金の案内等はしているのか。 

 

サポートセンターでは補助金を活用して欲しいという発信よりも，

市民活動を通したまちづくりに関しての支援や，そういったことが

わからない人にも興味を持っていただくような仕掛けづくりを行

うことをメインにしている。 

ただ，団体を立ち上げようと考えている人や，新規団体へのサポー

ト面にも，セミナー開催や相談，様々な仕掛けづくりを通して支援

している。 

そこで新たな団体が立ち上がれば，もちろん補助金の案内はし，活

用も考えているのであれば，そこに関してはサポートやフォローを

していく。 

 

今までの事例で，キックオフ部門の補助金申請に繋がったケース等

はあるのか。 

 

補助金申請につながった事例もございます。 
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補助金活用に関して，ハードルが高いなど意見はあったか。 

 

現在のところない。 

 

キックオフを使って欲しい団体には，市やサポートセンターからど

んどんアプローチしていただきたい。団体のＰＲにも繋がることで

もあるので積極的な運用を図れたらいい。 

 

市のほうで制度の周知，ＰＲの強化。ＳＮＳ等の活用をもう少し図

っていければいいのでは。 

 

－異議なし－ 

 

再度要綱を確認していく。 

 

補助金交付後の実績報告のあり方については検討していただきた

い。 

 

推進委員会にも補助金交付団体の実績報告のフィードバックがな

されたことがないので，事業報告の部分に関して今後はお願いした

い。また効果，検証する時間もあるといい。 

 

要綱で明文化できないのか。 

審査の諮問を受けている推進委員会なのだから，実績報告に係る効

果検証も推進委員会で行うべき。 

 

予算的な部分は市に任せていいのでは。 

内容に関して，団体の声を聴くのが推進委員会でいいのでは。 

 

市のほうの意見はどうか。 

 

実際に外部補助金では，事業報告会等を実施している事例がある。 

サポートセンターの事業の一環として，そういった事業の中に含め

た形で実施できないか等，コーディネーターと話し合いながら，今

後検討していく。 
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推進委員会の中でではなく，別途でやるのか。 

 

推進委員会にも報告はさせていただいた上で，そのような機会を検

討できればと考えている。 

 

市民活動フェスタの中ではどうか。 

 

実際に報告会等をまず実施してみて，段階的にフェスタの部分での

実施等検討していったらいいのでは。 

 

実績報告書等の実施状況等の文言は何か変えられないか。 

もう少し具体的に書かせるような内容や，写真等を添えるだとか。 

 

現在サポートセンターのコーディネーターが交付を受けた団体に

出向き，実施状況を実際にリアルタイムでＳＮＳ等で載せたり，相

談を受けたりやアドバイスなど支援をしている。 

 

文言追加等含め，今後検討事項とする。 

 

－異議なし－ 

 

自主資金での運営を促すためにはどうするか。 

二つのアプローチの方法があると思う。 

市民活動支援基金の確立といった点と自主資金で運営できる自立

をサポートしていく体制や仕組みの整備という点。 

事務局に確認したいが，市民活動に対して使えるポケットはあるの

か。 

 

ふるさと納税制度で，市民活動に対しての使用というように，使途

を指定した形で寄附ができる。 

ちい寄附もそのような制度をサポートする取り組みの一つである。 

 

まだ小さなものだが，市民活動を支えるポケットはある。 

地域でも寄附を通して，サポートしていく取り組みもでてきている

ので，今後規模も拡大していくのでは。 

基金を設立するには，組織や確立した仕組みが必要になってくる。 
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ちい寄附も地域課題に絞った形で寄附を募るのはどうか。また団体

をサポートする形で寄附を募るのもひとつの手である。 

漠然とした寄附という形を変えることが必要になってくる。 

 

資金集めという部分で，市民活動フェスタの中で，寄附を募れない

のか。 

自分たちで活動資金を確保できるのかを検討するためにも。 

 

自分達で積極的にそういったものは活動していくべき。 

実際に自分たちが積極的に動いていかなければ，資金獲得までいか

ない。 

 

お金をもらうという形だけじゃ続かないのが現実。 

自分たちで資金獲得していく事を考えることも大事なことだと思

う。実際に企業からも様々な助成を受けて活動している事例があ

る。 

 

企業はＰＲを兼ねて，地域課題への取り組みを実際に行っている。

地元の事業者と一緒に地域課題を解決していく協働事業の提案を

していくことが必要になってくる。今後そういったものを課題とし

て検討していきたい。そういったものが専門的なスキルや知識，資

材，資金面で地域課題解決に向けたサポートの仕組みの一助にな

る。 

これらを踏まえ，市民活動団体の資金集めをサポートする，基金の

模索や検討，事業者との協働事業を検討していく等，今後の課題と

していくことでいいか。 

 

－異議なし－ 

 

商店会は現在地域課題の解決に力を入れている。 

各地域でも事例がある。 

富里市もそのステップに進みつつある。 

実際にイベントなど実施している事例もあるので，各地域の様々な

事例等も踏まえ，今後考察していく必要がある。 

 

実際に他の地域で飲食店を巻き込んだ形でスタンプラリー等，参加
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した方が楽しめるような形で事業化してるケースもある。 

富里でもそのような形で飲食店を回れるような形で，飲食代金の一

部が寄附されるような仕組みがあってもおもしろいかもしれない。 

 

先ほどから事業者や企業という話題があるが，富里の中で現状とし

てなにができるかを考え，商工会の力も借りていくべき。 

 

審査方法に関しては次回掘り下げていき，少し議論したいのだが。 

 

了解した。次回考察していく形でいいか。 

 

－異議なし－ 

 

それでは議題を終わりにし，進行を事務局にお返しします。 

 

次第４ その他 

（１）実施事業について 

 

－事務局より説明－ 

 

－意見，質問無－ 

 

（２）その他 

 

日吉台地区社会福祉協議会の委員さんから，富里北中学校に話がい

き，教頭先生のほうから全校生徒分のボランティア手帳いただきた

いと依頼がありました。 

先日全校生徒分お渡しすることができ，これから中学生の生徒さん

達のボランティア活動に活かしていただけるということをおっし

ゃっていただきました。嬉しい事例でしたので報告いたします。 

 

次期委員募集の案内の説明と次期開催時期の概要を説明。 

 

－その他意見無－ 

 

【閉会】 



 


